資料７
アンケート結果について

	＜調査対象＞　青少年活動センターの利用者に直接
＜調査期間＞　平成２４年１１月下旬～１２月４日（火）

＜回収状況＞　６５名（男性２７名，女性３８名）
＜その他＞　　アンケートはモニターアンケートのうちモニターだけを対象とした設問（問２，３）を除いて構成。


問１　回答者（６５名）の属性について
　１　性別

	性　別
	人数
	％
	モニター

	
	
	
	人数
	％

	男　性
	２７名
	４１．５
	１０名
	３５．７

	女　性
	３８名
	５８．５
	１８名
	６４．３


　
　２　年齢

	年　齢
	人数
	％
	モニター

	
	
	
	人数
	％

	～１９歳
	１３名
	２０．０
	５名
	１７．９

	２０～２４歳
	３２名
	４９．２
	１２名
	４２．９

	２５～２９歳
	１６名
	２４．６
	８名
	２８．６

	３０歳
	４名
	６．２
	３名
	１０．７


　
　３　職業など
	職業など
	人数
	％
	モニター

	
	
	
	人数
	％

	高校生
	５名
	７．７
	２名
	７．１

	大学生
	３３名
	５０．８
	１１名
	３９．３

	大学院生
	３名
	４．６
	３名
	１０．７

	専門学校生
	３名
	４．６
	１名
	３．６

	社会人
	２１名（注）
	３２．３
	１１名
	３９．３


　　（注）社会人の職業の詳細
　　　　　会社員：４名，パート又はアルバイト：５名，無職：２名，その他：１名，
不明：９名

　
　４　関心分野（複数回答可）
	分　野
	％
	モニター

	
	
	％

	環境
	２０．０
	３１．８

	福祉・保健
	３６．９
	５９．１

	芸術文化・スポーツ
	４７．７
	５４．５

	観光・産業
	２１．５
	３１．８

	経済・雇用
	３３．８
	３６．４

	教育
	３６．９
	５９．１

	地方自治
	１０．８
	４５．５

	国際関係
	２０．０
	２２．７

	景観・建築
	２３．１
	１８．２

	まちづくり・都市計画
	２７．７
	６３．６

	土木
	４．６
	０

	防災
	９．２
	１８．２


問２（問４）※　京都市では，市民の皆さんの市政に対する理解を深めたり，意見を市政に反映したりするために，次のような取組を行っています。あなたは，これらの取組に参加したことがありますか。また，知っていますか。（取組ごとに，○はひとつ）
※モニターアンケートでの設問番号を括弧内に記述しています。以下同じ。

	京都市の取組
	参加した

ことがある
	参加した

ことはないが

知っている
	知らない

	
	人数
	％
	人数
	％
	人数
	％

	市長への手紙
	１
	1.6
	１３
	20.0
	４９
	77.7

	提案，アイデア，名称・愛称等の募集
	３
	4.7
	２３
	36.0
	３８
	59.3

	審議会等の公募委員への応募
	１
	1.6
	７
	11.1
	５５
	87.3

	審議会等の傍聴
	１
	1.6
	９
	14.3
	５３
	84.1

	市民参加型フォーラム
	２
	3.2
	２３
	36.5
	３８
	58.5

	ワークショップ
	６
	9.4
	２５
	39.1
	３３
	51.6

	パブリック・コメント
	２
	3.2
	１６
	25.4
	４５
	71.4

	市が行う地元への説明会
	１
	1.6
	１０
	15.9
	５２
	82.5


⇒　参加又は知っている取組の上位は「提案，アイデア，名称・愛称等の募集」，「ワーク

　ショップ」
	モニター

	京都市の取組
	参加した

ことがある
	参加した

ことはないが

知っている
	知らない

	
	人数
	％
	人数
	％
	人数
	％

	市長への手紙
	０
	０
	７
	25.0
	２１
	75.0

	提案，アイデア，名称・愛称等の募集
	３
	10.7
	１７
	60.7
	８
	28.6

	審議会等の公募委員への応募
	２
	7.1
	１０
	35.7
	１６
	57.1

	審議会等の傍聴
	０
	０
	１２
	42.9
	１５
	53.6

	市民参加型フォーラム
	２
	7.1
	１４
	50.0
	１２
	42.9

	ワークショップ
	６
	21.4
	１６
	57.1
	６
	21.4

	パブリック・コメント
	５
	17.9
	１３
	46.4
	１０
	35.7

	市が行う地元への説明会
	１
	3.6
	１３
	46.4
	１４
	50.0


問３（問５）　問２の取組に参加したきっかけや理由を教えてください。（問２で，１つでも参加したことがあると答えた方が回答）
	①　興味があったから

②　他の人がどのような考えを持っているのか知りたかった
③　大学の研究

④　議員インターン


問４（問６）　問２の取組を何で知りましたか。（問２で，１つでも参加したことがある又は参加したことはないが知っていると答えた方が回答）（複数回答可）

	情報入手の手段
	人数
	％
	モニター

	
	
	
	％

	１　市民しんぶん
	１５
	２３．１
	５０．０

	２　京都市のホームページ（「京都市情報館」）
	４
	６．２
	２１．４

	３　市広報板
	２
	３．１
	１４．３

	４　区役所等の窓口
	５
	７．７
	３．６

	５　市バス・地下鉄のポスター等の掲示物
	８
	１２．３
	２５．０

	６　ラジオ・テレビでの市広報番組
	２
	３．１
	７．１

	７　自治会・町内会の会合やニュース（回覧板含む）
	２
	３．１
	０

	８　新聞
	４
	６．２
	１０．７

	９　ラジオ・テレビ（市広報番組以外）
	３
	４．６
	７．１

	10　インターネット（京都市以外のホームページ，ブログ，ツイッター，フェイスブックなど）
	６
	９．２
	１４．３

	11　家族からの口コミ
	２
	３．１
	３．６

	12　中学校・高校の先生や大学の教員からの口コミ
	１
	１．５
	３．６

	13　友人や知り合いからの口コミ
	５
	７．７
	３５．７

	14　青少年活動センター・市民活動センターの窓口・掲示物・案内など
	１８
	２７．７
	３２．１


⇒　「青少年活動センター・市民活動センターの窓口・掲示物・案内など」が３割弱，「市民しんぶん」が２割強
問５（問７）　あなたは，関心のある分野で，市政に参加する場合，どのような方法なら参加したいと思いますか。また，現在取り組んでいない方法についても提案があれば，その他の欄に記入してください。（複数回答可）

	参加したい方法
	人数
	％
	モニター

	
	
	
	％

	１　アンケート調査に回答する。
	４１
	６３．１
	７５．０

	２　モニターとして参加する。
	１６
	２４．６
	５０．０

	３　「市長への手紙」により意見を表明する。
	１
	１．５
	３．６

	４　アイデア，名称・愛称等を提案する。
	１３
	２０．０
	３２．１

	５　審議会等の委員として意見を表明する。
	０
	０
	２５．０

	６　審議会等の議論を傍聴する。
	５
	７．７
	７．１

	７　市民参加型のフォーラムに出席する。
	７
	１０．８
	３５．７

	８　ワークショップに参加する。
	１６
	２４．６
	５０．０

	９　パブリック・コメントにより意見を提出する。
	５
	７．７
	２１．４

	10　市が行う地元説明会に出席する。
	５
	７．７
	２５．０

	11　市が主催するイベント等に協力する。
	１４
	２１．５
	３５．７

	12　インターネット上で意見を表明する。
	１６
	２４．６
	３９．３

	13　町内会・自治会や市民団体の活動を通じて参加する。
	７
	１０．８
	３５．７

	14　その他（　）
	０
	０
	３．６


　※　モニターアンケート調査
　⇒　「アンケート調査に回答する。」が６割強，「モニターとして参加する。」，「ワークシ
　　ョップに参加する。」，「インターネット上で意見を表明する。」がそれぞれ２割強
問６（問８）　あなたが，関心のある分野であっても市政に参加しにくい事情がある場合は，その事情を教えてください。（複数回答可）

	参加しにくい事情
	人数
	％
	モニター

	
	
	
	％

	１　参加する時間がない（忙しい）
	２５
	３８．５
	５３．６

	２　参加する時間が合わない
	２０
	３０．８
	６０．７

	３　参加のテーマが自分にとっての課題でない
	１０
	１５．４
	１４．３

	４　一緒に参加する仲間がいない
	４
	６．２
	３５．７

	５　内容が難しい
	１３
	２０．０
	７．１

	６　市政に興味がない・気が進まない
	１４
	２１．５
	３．６

	７　参加の方法がわからない
	２１
	３２．３
	３．６

	８　参加についての情報がない
	１６
	２４．６
	４２．９

	９　その他（京都市民ではないから）
	２
	３．１
	１４．３


　⇒　「参加する時間がない（忙しい）」が４割弱，「参加の方法がわからない」，
　　「参加する時間が合わない」がそれぞれ３割
問７（問９）　あなたは，この３年間に，次のような地域や社会をよりよくするための活動に参加したことがありますか。（複数回答可）

	参加したことがある活動
	人数
	％
	モニター

	
	
	
	％

	１　お祭りなどの地域の伝統行事
	２５
	３８．５
	５３．６

	２　地域の清掃・緑化活動など，環境保護やリサイクルに関する活動
	２３
	３５．４
	２８．６

	３　地域の避難訓練や防災活動
	７
	１０．８
	１７．９

	４　高齢者や障がい者を支援する活動
	１３
	２０．０
	２５．０

	５　子どもを見守る活動
	１９
	２９．２
	２５．０

	６　地域を活性化するための活動
	１１
	１６．９
	４２．９

	７　募金活動や献血
	１８
	２７．７
	４６．４

	８　その他
	１
	１．５
	３．６

	９　参加したことはない
	１９
	２９．２
	１０．７


　⇒　「お祭りなどの地域の伝統行事」が４割弱，
「地域の清掃・緑化活動など，環境保護やリサイクルに関する活動」が３割強，
「子供を見守る活動」，「募金活動や献血」が３割弱
問８（問10）　問７の活動に参加したきっかけや理由を教えてください。（問７で，１つでも参加したことがあると答えた方が回答）

	①　興味があったから，楽しそうだったから

②　環境保護の活動をしたかったから
③　少しでも社会貢献したいと思ったから
④　ボランティアサークルに属しているから
⑤　将来の仕事に役立つと思ったから

⑥　青少年活動センターの人からの声掛け，地域の方からの声掛け，家族からの勧め
⑦　学校の授業の一環


　⇒　多くの方が，自主的に活動に参加
問９　青少年がより気軽に，市政や社会を良くするための活動に参加しやすくなるためのアイディア等がございましたら，自由に記入してください。
	＜青少年がより気軽に参加しやすくなるためのアイディア＞
①　青少年の生活圏での情報収集
②　分かりやすく案内し気軽に参加できるシステムをつくる。意見を反映してもらった実感を得られるようにする。
③　青少年の役割を明確にする。
④　もっと様々な人がいることを広く知らせるべきではないか。私自身も知らない人の一人だったが，知ることで姿勢が変わった。
⑤　分かりやすい情報発信と情報へのアクセスのしやすさの改善。

⑥　忙しい人がいるので時間や場所などを工夫すれば参加しやすくなると思う。幅広い内容にすることで様々な人が参加できるのではないか。
⑦　青少年が市役所に気軽に立ち寄ることができるような場がほしい。青少年向けのやさしい（市政）情報誌があれば良いと思う。市政や市役所のかたいイメージの改善が必要だと思う。
⑧　活動の場が魅力的な他者との出会いの場となっていることが大事だと思う。
⑨　小さい頃から市政が自分の身近にある事を意識してもらうため，小学校・中学校を市会議員が見て回る。
⑩　仲間がいることで，できることがある。堅苦しくなく，楽しいと感じられ，分かりやすいこと（誰がみてもわかる目標・内容）。例えば，京都の町をキレイにするために１，０００人で一緒に清掃すると良いのではないか。
⑪　青少年の目にふれやすいメディア（twitter・snsなど）での広報をさらに活発にする。学校との連携を強める。

⑫　駅等の人目につきやすいところに「こういうことをやっています！」といったポスターを貼ると良いと思う。
⑬　青少年活動センターのイベントは参加しやすい。


